
ス　ギの採種園について

はじめに

スギの採種園は採穂園より遅れてスタートした

が、採穂園が発根率や民間への普及等の点で幾多

の問題をかかえている間に、採種園はジベリンの

使用により、タネ、苗木の生産が事業的に実施さ

れている。種苗法の改正に伴い採種穂園は育種母

樹に指定され、名実共に優良な種穂を民間に供給

できる態勢が整ったが、普通母樹林産の苗木と入

れかわる速度において民間でのさしきはまだ試験

的な域を脱しないのに比べ、採種園によるタネの

方は普及の進度は著しく早い。

本県では昭和42年から事業的にスギ採種園にジ

ベレリンの使用を試みているので、タネの生産に

関する現在までの経過について述べる。

タネの生産

タネの生産については表－1のとおりであり、

アカマツ採種園は造成が早かったため、自然着果

による生産が造成の翌年度からみられ、その後急

激に増加し、46年度産では県内需要の80％を占め

るに至っている。

表－1　年度別採種園タネ生産量（毎）

j
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早期に実現するためジベレリンの使用による着花

促進を採種園に応用したわけである。当初は交配

専用に利用しており、その発芽率あるいはその後

の成育等においても一般公営採種のものと何ら変

るところが見られなかったので39年に造成した採

種園1haに事業的に処理し、長期計画で目標とし

ていたha当50kgに近い46kgの生産をみたのであ

る。これから養成された苗木は全部県有林の造林

用に供されたが、当時サリドマイド奇型児が問題

になっいた頃で、ジベレリンの施用が苗木にも影

響を与え、奇型苗木が出現するのではないか等と

議論がわいたこともあり、造林担当者としてみれ

ばその心配は無理からぬことで、当時の林木育種

協議会の問題として提案し、識者からのジベレリ

ンの使用による奇型苗木の出現はあり得ないこと

であり、事業的に用いても問題はないとの解答を

得たので実施に踏みきった次第である。

その後同じ採種園に毎年ジベレリンの施用を実

施しているが、その生産は表－1から隔年結果の

ような現象が認められるかも知れない。この原因
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スギについては自然着果まで15～20年かかると

と云われ、民間からの強い要望にも拘わらず、そ

の供給に長期間を要することは、育種事業の進展

に障害となると考えられるので、本県ではこれを

として44年度生産の場合

前年のジベレリン散布直

後雷雨があり、その効果

は殆ど消失してしまう結

果となり、一方46年度生

産の場合その前年におい

ては雄花ばかり着花し、

雌花は非常に少なかった。この年の植物気候は暦

の上での気候と比べかなり遅れていたため例年と

同じ散布日でしかも1回処理であったところから

雌堆花の比率に影響したものと考えている。46年
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度生産のものまではいずれもジベレリン水溶液の

葉面1回散布によったものである。47年度生産用

については適期、天候、気候に左右されない樹幹

埋め込みによる方法が安全確実であることからこ

の方法を採用している。

タネの生産費

採種園を経営していく場合、所期の生産目標を

達成することは勿論であるが、生産コストを引き

下げる努力もまた要求される。表一2はその生産

費の概算であるが、そのなかでとくにウエイトを

占めるのは採種経費である。恒常的な管理費はさ

ておき、採種費に焦点をしぼってみると、球果採取

に多大の労力を要することがわかる。これは採種

木の仕立方と関連するわけだが、着果枝が手の届

く範囲にあるかあるいは脚立、木登りを利用しな

ければ採種出来ない高さにあるかによって著しい

差が生じてくる。最も安価に安全に採取するため

には地上で手の届く範囲内で作業することは当然

であり、とくに傾斜地に造成された採種園では将

来機械の導入も困難であることからなおさらであ

る。このためには採種木の下枝の活用以外に手段

はなく、肥培管理を十分にして樹勢をつけて断幹

すると下枝の発達が促される。切断部からほ萠芽

枝が発生したり、あるいは枝が立ち上るので、毎年

その切断部分を低くし、下方から数えて枝を10～

12本を残すようにする。このように採種木を整理

すると断幹部の高さは約0．7～1．0m位になり、太

さの揃った枝が着果枝として利用される。しかし

費

R
ロ

この仕立方は多雪地帯への応用は勿論困難と考え

られる。

つぎに球果採取作業であるが、一般的には従来

からもぎとり法が採用されているが、この方法で

は能率が非常に悪く、大面積に着花促進処理を施

した場合、短期間に収穫するには莫大な労務数と

費用が必要となり、とくに労務事情の逼迫してい

る現今では不可能に近い。この作業の省力化をは

かることがこれからの採種園経営のポイントにな

るかも知れない。当場で試験的に実施したのは球

果を個々にもぎとらないで着果枝そのものを剪足

して枝のまま採取する方法である。ジべレリンを

施用すると、球果は枝の先端を中心にまとまって

着果するので都合がよい。スギの着花習性で雌花

は活力のある当年枝に、雄花は下垂している古い

枝につくのが普通であるため、採種木の管理とし

ては毎年整枝剪定が重要であることから、この剪

定作業を球果採取と兼ねて実施できる利点があ

る。また精選についても枝のまま乾燥ができ省力

化をはかることができる。

ジベレリン処理

幹に埋め込む方法はジベレリンの処理した傷口

のゆ合に問題があり、これを毎年繰返すと採種木

を損傷する危険があるのではないかという各機関

からの話も出ている。たまたま他機関の処理木を

見る機会を得たが、その傷跡は丁度スギ溝腐病の

症状と似ており、ゆ合のしかたが、一般の切口と

は異なりなかなかゆ合がしにくい状態であった。

表一2　スギ採種園の種子生産費
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て傷口のゆ合にも時間

が長くかかるし、その

上顆粒では取扱いが不

便で処理能率が悪い。

このような現象を避け

るため当場ではジべレ

リンの錠剤を使用し、

1錠当り5mgの錠剤を

1/2～1/4に割り、採種木

1本当り2．5mg～1．25mg

を埋め込む方法をとっ

ている。この場合切口
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は1～2cm程度ですむため処理後のゆ合の状態は

完全で何ら異常が認められない。この方法による

と処理も簡単で能率もよく、薬も無駄にならず、

採種木を損傷することもない。

採種量の調節は処理位置により可能と考えられ

る。事業的に実施した地上10cmの幹に1ヵ所処理

した場合の着果状況をみると、ジベレリンの作用

する範囲は処理直上の枝を中心に分布する図－1

が典型的なものであるが、例外として方向性の定

らないものも少なくない。とくに図一2は断幹高

を40cm、枝数を7本、図－3ほ断幹高を70cm、枝数

を12本にそれぞれ整理したもので、これに処理を

施した結果前者では処理位置の直上枝だけが雌雄

の両花がつき、離れるにつれて雄花だけが着生し、

しかもその影響は反対側の枝にまで及んでいる。

後者では全枝に雌雄花の着生をみたが処理位置を

対称にその数において多いものと少ないものが分

れている。また図一4は2か所に処理を実施した

ものであるが19枝中16枝に雌雄花がつき、とくに

雌花の多く着花した枝は断幹部附近のものであ

り、下方の枝には雄花が多くなっている。このこ

とから雌花は雄花にくらべ健全なタネを生産する

ため栄養分の供給が豊富でなければならないこと

がわかる。

ha当り50kgを目標とした場合、採種木1本当り

に必要な球果数は250～300個であり、枝2本ある

いは安全度をみて3本に着果させるだけで十分で

ある。また毎年処理する場合幹に埋め込んだので

図一1　GA処理位置と着花の分布
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は方向性が一定でない場合もあるので、調節がむ

づかしく、枝を剪定するにも支障をきたす故、当

場では前述のようにそろった枝を10～12本残すよ

うに整理し、今年から枝に埋め込み処理を実施す

る方針である。1年あたり2～3本処理し、4～

5年で全枝を一巡するようにすれば、生産量の調

節も可能であり、樹勢を弱るめことも少なく、毎

年計画的に事業へ供給できるのではないかと考え

ている。

ジベレリン使用によった苗木の成績

表－7は昭和42年に交配した組合わせの一部で

あり、組合わせ別あるいは母系別に成長、色調、

形態においてその差が判然としている。成長につ

いてみると、花粉親によっても差があるが、オー

プンの方がよいものもあり、逆にバラツキの程度

ではオープンの方が大きい。46年度まですでに900

組合わせの交配を完了し、現在検定林に造成して

おり、今後が楽しみである。

おわりに

育種事業のなかで最も効果の期待できるのは何

かと言われれば、それは採種園と言っても過言で

はないだろう。従来のタネと異なり素性がはっき

りしており、しかもこれから養成されたものにつ

いて第2次に選抜された場合、遺伝的に高く評価

できること故、われわれの使命は現在の採種園か

ら一刻も早くタネを生産して民間へ供給し、優秀

な後代子孫を早急に得ることであると信じてい

る。

表－3　高さ別の枝と着花数
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図－2　断幹高40cm場合
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表－4　断幹高40印の場合
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表－6　GA2カ所処理の場合
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ジベ　レリ　ン処理の要領

スギの結実促進法のなかで確実に結実させる方

法の一つに、ジベレリン処理があり、近年各地で

実用化されている。

現在採種園から生産される種子は年々増加して

きており、昭和60年度には全面的に育種苗木が使

用されるであろうといわれている。しかし採種園

産種子が満度に生産されるまでの間は今までどお

り、天然林や、人工林に採種源を依存せざるをえ

ないが、豊凶差の大きいスギの場合はタネの需給

に不均衡をきたして、育苗　造林事業の円滑な推

進に障害となることがある。そこで凶作時の対策

として種苗事業用に規模を拡大してジベレリンを

使用する場合について検討してみたい。

ジベレリンの使用方法は、これまで各所の研究

で明らかにされており、ラノリン軟膏にジベレリ

ンをまぜて幹や枝の剥皮部にぬりつける方法、水

溶液にして葉面に散布する方法、水にとかし根か

ら吸収させたり、幹に小穴をあけて吸収させる方

法や、幹に傷を入れて形成層に顆粒のまま埋め込

む方法などがあるが、事業的に行なう場合の要件

としては、作業が手軽にできることや、処理効果が

高くしかも斉一な効果がなければならないので、

ここではもっとも実用的と思われる、葉面散布法

と顆粒埋め込み法についてその実施方法を述べる

奥　　羽　　支　　場

こととする。

葉面散布法

1．ねらい

この方法は、ジベレリンの水溶液を葉面に噴霧

して結実させる方法で、噴霧した部分にだけ結実

するので球果の採取に都合のよい位置に自由に結

実させることができる。

薬剤の消費量が多く水の運搬が必要であるが、

球果の採取に便利な低い位置に噴霧することによ

り採種能率がきわめて高くなる。

2．対象とする林相

樹令、林令に関係なく結実し、幼令木から伐期

に達したものまで有効であるが前項の「ねらい」

をもっとも有効に利用するためには、①樹高3m

以上の林冠が閉鎖していない若令のスギ人工林で

水の便のよい箇所でつる切り、除伐が充分行なわ

れている林分か、㊥林道ぞいの人工林で「林とう」

（図－1参照）の発達している部分を対象とする

ことがのぞましく、その際マント群落が整理され

ていることが噴霧作業の効率上からも、結実に必

要な受光の上からも必要である。

3．使用上の注意事項

現在市販されているジべレリン製品には結晶



6　　　　　　　　　　　　　　　東　　北　　の　　林　　木　　育　　種

図－1

体、液剤、錠剤、顆粒状のものの4種項があり、

いずれのものも効果は同じであるが結晶体以外は

増量剤などが配合されており常温水にとけやすく

使用上便利なようにしてある。

溶液の調整法や取り扱い上の注意事項は各製品

の説明書に明記されているが使用上の一般的注意

事項は次のとおりである。

○使用にあたってはその都度溶解調整する、溶

解後放置すると効力が低下する場合があるので、

なるべく調整当日に使い切るようにする。

○使用上人畜には安全であるが、決して飲まな

いこと。

○引火性はないが可燃性のため火気には注意す

ること。

○なるべく晴天の日を選んで処理し、万一処理

当日降雨があった場合は、再び処理する必要があ

る。

○ボルドー液などアルカリ性のつよい薬剤との

混用はさける。

○貯蔵は密封の上乾燥した冷暗所に保存する。

4．散布の時期

散布時期は5月中旬から9月下旬までは一応の

効果はあるが、散布する時期によって、雌花と雄

花の分化する割合が異なり、早い時期（6月～7

月）に散布すると雄花が多く、逆に遅く散布する

と雌花が着きやすいが、その後の花芽の発育が悪

く未熟なものが多くなるので当地方での実用的な

散布時期は7月下旬から8月上旬が適当で、1回

かぎりの散布で充分である。

5．散布量の推算

スギの球果は樹冠の表面積だけに着生するの

で、樹冠を円錘形とみなし円錘の底面を除いた表

面積を求め㎡あたりの施用量から全体の施用量を

推算する。樹冠表面積の算出は樹冠高を円錘形

（樹冠）の斜辺とみなせば、次のような簡略式に

より算出できる。

イ）の場合

表面積の計算法はπrh‥‥‥単木の樹冠表面積

（㎡）：（図－2参照）

図－2

／：‥＿一°

ーr

の樹冠

面積

5‾Irh

ーr

旭の

表面待

S‘ここS‾S

T（rh－r h’）

㊥の場合

延長（の　×高さ（h）……延両帝（諺）：（図

－3参照）

図－3

「つ
童
l

g

6．薬液の濃度と散布量

濃度は低いと着花が少なく、とくに雌花芽が着

きにくくなるが、逆に濃度を高くすると着花量も

多くなる。しかしジベレリンは高価な薬品である

ため使用する濃度も経済効果を考慮したものでな

ければならないが、もっとも効果的な散布濃度は

100ppm～200ppmである。

散布量は枝葉の疎密程度にもよるが、スギの葉

がぬれて溶液が雫になって滴下しない程度がよ

く、一応の目安としては樹冠表面積1㎡あたり

130cc前後が適当のようである。

濃度100ppmの溶液（1万分の1＝0．01％）‥…・

…1Lの水にジべレリン100mmg（純量）の割合

でとかしたもの。

7．散布法と球果採取法

散布は晴天で風のない日を選んで行なうべき

で、要散布面積に過不足なく噴霧するため、2 ｲ

については1本当たりの噴霧量をあらかじ決めて

おく、2 ﾛについては往復2回以上に分けて噴霧

する。薬液の噴霧に先立って別の木で水の噴霧で

要領を知る。

具体的には動力噴霧機とタンクをトラックに積

んで徐行しながら噴霧するか、トラクターと噴霧

機を連結してもよい。散布の部位は球果のもぎと
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りに便利なように林冠の低い箇所だけねらえばよ

い。球果の採取にあたっては対象となる人工林の

事後の成長に支障をあたえないよう、球果もぎと

り法、あるいは手鎌で枝先を刈り落とす程度にと

どめる。

顆粒埋め込み法

1．ねらい

スギ樹幹の一部に刃物で傷を入れ、樹皮を剥離

してその中へ顆粒状のジベレリンを埋め込む方法

である。この方法によると薬剤の消費量は葉画散

布法よりも少なくてすみ、水も噴霧機も不要であ

り手作業で処理できる。

2．対象となる林相

本法詳細については、百瀬（1969、1970）5）6）7）

が報告しているがこの場合直径5～6cmの幼令木

の成果であり、大径木の実験例はきかない。しか

し樹幹注入法では、寺田（1967、1970）3）8）、高橋

（1968）4）、河野（1971）5）らが報告しているよう

に幼令木に対すると同様、大径木に対しての結果

も良好であるので、この方法でも大径木に対する

効果はほぼ問題はないと考えてよいだろう。そこ

で処理の対象とすべき樹木ないし林分は、球果の

採取を容易にするために、翌年の結実期に伐倒が

予定されているものを選定すべきであり、人工

林、天然林をとわないが成長のよい活力のさかん

な樹木に処理することがのぞましい。

3．施用量

林野庁編「林木の結実の促進」（1970）6）に自然

状態での大径母樹に対する施用量の試算表が掲載

されている。この施用量は枝葉量と胸高直径との

関係で試算されたものである。

林冠の閉鎖した現実の林分では、林木の直径と

枝葉量との間にそれほど高い相関はないように思

われ、同一樹種の閉鎖林のヘクタールあたりの本

数の変化を考慮しても、単木の葉量は直径ととも

にそれほど増加しないと思われる。表－1のｲは

上記試算表のうち下限数を掲上したが、伐期令に

達した閉鎖した林分ではさらに少なくてもよいと

考えられる。ﾛは隣接木の樹冠が互いに接して下

枝の枯れ上がっている閉鎖林中の場合の想定値で

あるが実験にもとづくものではない。

奥羽支場では、百瀬（1970）6）7）の試算表による

施用量と樹冠表面積を求め、施用量のわかってい

る幼令木のそれとの比率で推算した施用量との実

験をこころみ今年秋に伐倒して結実の状況を調査

する予定であるが着花状態は双方とも大部着生し

ているようで調査終了しだい早急にとりまとめた

い。

表－11本当たりの処理量
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閉鎖林中の林木㊥

1．0野

2．0

6．5

18．0

（40．0）

（50．0）

（60．0）

（70．0）

（80．0）

注　（）内の数字は想定値

4．埋め込み法

処理は7月下旬から8月始めが適期で雨天の日

はさけた方がよい。方法はナタまたはノミ等で図

－4のように樹幹を切りこみ、樹皮の一部を剥離

して形成層を露出させ、樹皮と形成層との間に所

定量のジベレリンを挿入したうえで樹皮をもとの

状態にもどしておく。切り込み箇所数は大径木の

場合推定になるが4箇所程度でよいと思う。これ

は大径木に対する樹幹注入法から推定しても、閉

鎖林中の林木の枝下高が高いことから考えても、

それ以上に箇所数を分散する必要性はないように

思う。処理する高さは作業の容易な地上1m前後

の高さでよく、切り込み底部の幅は2～3cmで直

径の大小や薬量によりきめる。剥離した樹皮をも

とにもどすには、収穫調査用のガンタッカーでと

めるか、ビニールテープを幹に巻きつけて締めて

図－4

切り込．ニA拉l

＼ ／

，三＿

似l；枠の縦断図

木
質
　
部

［ ジベレリン頗拉

軒．‘’
†＼闘皮

形成1河

注　（百瀬：「ジべレリンの簡便な処理法」林木の育

種58より抜粋）
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おく。

以上主として一般造林木を対象にジベレリン処

理を行なう場合の要領について推定をまじえて述

べてきたが、ジべレリン処理はあくまでも例外

的、応急的なものであってらん用されてはならな

い。母樹を健全に育成し、自然の状態で結実させ

たものを採種するのが本来のやり方である。この

意味でも豊作の年には将来のため貯蔵用種子を貯

えることが依然として必要である。
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編集後記

稲の馬鹿苗病菌（GibberellafujikuroiSAW．）の培

養濾液から分離したジべレリンが、稲の生長を促進する

作用をもっていることは、すでに1926年に報告されてい

る。この物質が生長促進作用のほかに、開花促進の生理

作用をもっていることがBN80W，R，1956），LANG，A，

（1956），WImWER．S．H．（1957）らによって報告されて

いる。

ジベレリン酸は、日本の研究者によって、多くの樹種

で着花の誘起が試みられた。即ち、加藤ら（1958、1959、

1960）、四手井ら（1959、1960）、橋詰（1959、1960）ら

によって処理時期、有効濃度、その他多くの点で実験が

行なわれ、現在ではスギの着花促進については、実用的

に使用されるまでになった。

その後、樹幹注入法、寺田（1967）、高橋ら（1968）、

顆粒の樹幹埋め込み法、百瀬（1959）ら、多数の研究者

－TLl－＿‾．▼1＿こノ．ヽナ＿1＿ナ＿‾

によってより実用的な使用方法が見い出され益々普及の

段階に入った感がする。

現在では、スギの採種園では、ほとんどのところでジ

ベレリンを使用してタネの生産を促進しているようであ

るが、結実促進の施業も、ジベレリンのみに頼らず、採

種木を弱らせないで、疎開や肥培、整枝せんていなどと

くみあわせた技術体系を確立すべきであろう。

またジべレリンで分化した雌花は特に寒さに弱い傾向

があるので寒冷地での施用には注意を要する。ジベレリ

ンの出現によって世代が短縮できたことや、豊凶をコン

トロールできることは我々にとって誠に有難いことであ

る。

今回特に宮城県と奥羽支場にお願いしてジべレリン処

理についての実際面についての記事を書いていただい

た。事業実行上の参考にしていただければ幸いです。

・・・お知らせ・・・
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（′′）高橋清太郎　〝　経営課原種係に　（寒河江署）
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